
今年は３ヵ国に214台の子ども用車いすを

寄贈いたしました。

■ブルガリア 健康保健省 112台

7月28日ソフィア市内の小児病治療専門病

院において、保健大臣、駐日特命全権大使夫

人、大関琴欧洲関、福井日本大使、テレビ、

新聞などのマスコミ関係者など多数の人が出

席して贈呈式が行われ、健康保健省から10

数ヵ所の小児医療施設に贈呈されました。

■タンザニア 保健福祉省 78台

10月8日保健福祉省において、保健福祉大

臣、伊藤日本大使、保健省幹部、全国身障者

協会会長、養護施設代表者、身障者の子ども

達など約100人が出席して贈呈式が行われ、

８ヵ所の小児医療施設に贈呈されました。

■ネパール 24台

ネパールに派遣されている青年海外協力隊

員からの要請により、11月にJICA(独立行政

法人 国際協力機構)に寄贈、年明けにJICA

によりネパールに送られ、到着次第青年海外

協力隊員から子ども達に贈られます。

■ベトナム 国際青年協力推進センター

2008年4月にベトナムの所管官庁に大人用

車いす200台の寄贈許可申請をすべく9月から

準備開始、約120台の整備を完了しました。

ミニ通信 第32号

1月車いす整備例会

1月20日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも実行）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

  ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

平成19年まとめの報告

活動開始以来の寄贈実績

年 寄贈国・回数 台数

2004 マレーシア 16

2005
マレーシア 2回

韓国
146

2006
韓国、マレーシ

ア、インドネシ

ア、ベトナム

297

2007
ブルガリア、タ

ン ザ ニ ア、ネ

パール

214

合計 ７ヵ国 11回 673



当会は活動を開始してまもなく4年、その

活動は活動拠点の地元企業のご厚意によるご

支援により支えられております。（敬称略）

■株式会社交運社（福生市）

毎月の車いす整備例会の際に、同社の熊川

工場を無償で開放していただき、整備中の車

いすの一時保管倉庫も無償で提供していただ

いております。

■石川酒造株式会社（福生市）

集めた車いす、整備梱包の終了した車いす

を保管する倉庫を1棟無償で提供していただ

くともに、何時でも出し入れできるよう便宜

を図っていただいております。

■多摩包装株式会社（羽村市）

車いすを発送する際のコンテナ積みを、い

つも当会の経済的負担を軽くする特別な配慮

をいただいてお引受けいただいております。

■西多摩運送株式会社（昭島市）

車いす提供者の予定に合わせて提供者の自

宅などに引き取りに行っていただいて、指定

の倉庫に搬入していただいております。

■株式会社東京サマーランド（あきる野市）

集めた車いすを保管する倉庫を１棟無償で

提供していただいくともに、何時でも出し入

れできる便宜を図っていただいております。

ミニ通信 第33号

2月車いす整備例会

2月17日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも実行）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

  ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

地元企業による活動支援

多摩包装工業株式会社

コンテナ積みの模様



当会の活動は海外においても車いす寄贈先

の国々において各種団体や政府機関のご支援

により確かな寄贈を実現しております。

■例「タンザニアでの現地支援」

タンザニアの通関は能率が悪く、時には3ヶ月

もかかるケースがあると日本大使館でも心配して

いましたが、タンザニア大使や現地政府高官の

適切な指示と松下電器産業株式会社の現地法

人Panasonic Battery Tanzaniaに責任者として

赴任している方のご尽力もあって、昨年8月2日に

横浜港を出航、ダルエスサラーム港に 9月13日

入港した車いすの通関は迅速な処理ができ9月

末に引き取ることが出来ました。

ミニ通信 第34号

3月車いす整備例会

3月16日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも実行）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

  ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

海外における活動支援

当会支援チャリティコンサート

分山貴美子くちぶえリサイタル

2007年４月にアメリカで行われた第 34回口笛

国際大会で日本人初の総合優勝を獲得された

分山（わきやま）貴美子さん出演による当会支援

チャリティリサイタルが開かれます。

日時  2008年4月12日（土） 開演 7：00PM

会場   立川市 女性総合センター アイム

入場料 2000円（全席自由席）

内容  ピアノ伴奏よるクラシック音楽口笛演奏

★収益金は車いすの輸送費に使用いたします

★入場ご希望の方は事務局までご連絡ください

Kimiko Wakiyama

「天才たけしの誰でもピカソ」

ほ か多 数 出 演。ド ラ マ「の だ

めカンタービレ」、映画「東京

タワー」などのレコーディング

で も 活 躍。全 オ リ ジ ナ ル CD

「同じ空の下」をリリース。



ベトナム向け子ども用車いす40台、大人用

車いす124台、介護お風呂用いす8台、合計172

台の整備、梱包を終了しました。

ベトナムはリサイクル品の輸入規制が厳し

く、日本の財務省に相当する省庁など3省庁

の許可を得ないと送ることができないことか

ら、寄贈先のホーチンミン共産党青年同盟傘

下の国際青年協力推進センター（CYDECO）に

寄贈証明書、全ての車いすの写真、サイズ

データ、品質保証書などを送り、輸入許可を

取得していただくことになりました。

許可取得には2ヵ月くらいの期間を要しま

すので発送は5月頃になる見込みです。

ミニ通信 第35号

4月車いす整備例会

4月20日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも実行）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

ベトナム向け車いす発送準備完了

子ども用車いす贈呈先との交流

当会が活動を開始して以来ご支援していただ

いている日本ボーイスカウト東京連盟大多摩

地区あきる野第1団の団員21名が春休みにベ

トナムのハノイ市を訪問、当会が2006年11

月に国際青年協力推進センターに寄贈した102

台の子ども用車いすのうちの24台を贈られたハ

ノイ市障害児施設と、30台を贈られたハノイ友情

の村を訪れて、施設の子ども達と交流をします。

なお、この交流訪問にあたり、団員のみなさん

には4台の子ども用車いすをお土産として持参し

ていだきます。

2005年3月:当会が車いすを

贈ったマレーシア・スパス

ティック養護センターを訪

問、交流するボーイスカウ

トあきる野第1団の団員



マレーシアの東方政策元日本留学生同

窓会に寄贈する子ども用車いす60台と歩

行訓練器15台の整備を開始しました。

設立20年の記念の年を迎えた同窓会か

らの「20周年記念事業としてお世話に

なった国の子ども達へ車いすを贈りた

い、是非送ってほしい」という要請に応

えての寄贈で、同窓会が子ども達への贈

呈式を7月20日に予定していますので、そ

れに間に合うよう6月末発送で準備をしま

す。

なお、当会から同窓会へは3回目の寄贈

になります。

■東方政策元日本留学生同窓会

人材育成を主眼とする「東方政策（ルッ

ク・イースト政策）」は、日本とマレーシ

ア間の友好・協力関係のシンボルで、日本

はマレーシアからの留学生や研修員の受

入れに積極的に協力、2007年に25周年を迎

えた東方政策を通じて、すでに1万1000人

のマレーシア人が日本で留学・研修を行い

ました。その留学生の人達が設立した同窓

会で元留学生の人達はマレーシアの各界

で活躍しています。

ミニ通信 第36号

5月車いす整備例会

5月18日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも実行）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

マレーシアへの子ども用車いす寄贈

2006年5月に東方政策元日

本留学生同窓会に105台の

子ども用車いすを寄贈した

ときの子ども達への贈呈式

の模様



ホーチンミン共産党青年同盟傘下の国際青

年協力推進センター（CYDECO）を窓口にベト

ナム政府に寄贈申請していた172台（内：子

ども用車いす40台）の車いすは、ベトナム赤

十字社が受取り先になることでベトナム政府

の許可が得られ、5月21日に発送しました。

5月27日に横浜港を出港、ハイフォン港に

は6月10日到着の予定ですが、ベトナム赤十

字社は、その到着を待って赤十字社総裁出席

の贈呈式を行い、各地の養護センター、病院

などに贈呈するとのことです。

これにより当会の寄贈の累計は845台とな

りました。

ミニ通信 第37号

6月車いす整備例会

6月15日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも実行）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

ベトナム向け車いす発送完了

中米ベリーズの養護学校への寄贈

ベリーズの唯一の養護学校において言語聴

覚士として活動されている青年海外協力隊員

から、「子ども用車いすの絶対数が不足して

いるうえに、使用しているものも整備不良で

危険な状態なので、子ども用車いすを送って

ほしい」という切実な要請を直接受け、現地

に確認したところ、養護学校が必要としてい

る子ども用車いすは10台と判明しましたの

で、必要台数をJICA（国際協力機構）の「世

界の笑顔のために」プログラムに応募して6

月に送ることにしました。ベリーズ（Belize）



マレーシアの東方政策元日本留学生同窓会

へ寄贈する車いす73台と歩行訓練器16台は、5

月例会で整備を完了しましたので6月24日横浜

港を出港、7月5日現地到着で発送します。

今回の寄贈にあたっては、マレーシアのTV3（2

番目に大きいTV放送局）が社会福祉がテーマ

の「あなたとともに」という番組で番組スタッフが恵

まれない家庭をたずねて、車いすなど必要なもの

を提供する番組を作りたいということで、協議をし

ているとの連絡を同窓会よりいただきました。

73台の車いすのうち半分はこの番組に提供、残

りは予定どおり養護施設に贈るとのことです。

ミニ通信 第38号

7月車いす整備例会

7月20日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも開催）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

マレーシアへ寄贈車いすの発送

JICA（国際協力機構）からの要請

JICA（独立行政法人 国際協力機構）から海

外へ派遣している青年海外協力隊員から提供要

請のきている子ども用車いすのうち、パキスタン

からの要請６台とパラグアイからの要請１台が調

達できないので提供を検討してほしいという要請

がありましたので、JICAの「世界の笑顔のために」

プログラムに応募して、すでに提供を約束してい

る中米ベリーズ派遣協力隊員からの要請10台と

合わせて17台をＪＩＣＡに提供することにしました。

車いすはＪＩＣＡにより8月に各国に送られます。

なお、この寄贈により当会の車いす寄贈は10ヵ

国に15回累計951台となります。

マレーシア向け車いす

コンテナ積みの模様

６月17日多摩包装工業株式

会社（東京都羽村市）にて



パラグァイ共和国に昭島中央ロータリー

クラブと駐日パラグァイ大使館の協力得て

11月の発送予定で90～100台の子ども用車い

すを寄贈すべく準備を始めました。

パラグァイ日本人会連合会に寄贈し同会

から養護センターや小児医療施設に贈呈し

ていただくべくパラグアイ共和国大使館駐

日特命全権大使の田岡功様に調整と段取り

をお願いしております。

ミニ通信 第39号

8月車いす整備例会

8月17日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも開催）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

パラグァイへの子ども用車いす寄贈

車いす贈呈式「ベトナム」

ベトナム赤十字社に寄贈した車いすの贈

呈式が6月19日にハノイで行われました。   

今回は大人用132台、子ども用40台の寄贈

でしたが「ベトナムでは負傷や枯葉剤によ

る戦争犠牲者が多く大人用も必要である。  

赤十字にはスイスの本部や各国から時々

車いすが送られてくるが、全部大人用で同

じもの、重くて中国製などはすぐに錆びて

故障してしまう。日本製は中古でも耐久性

もよい」と大変喜んでいただきました。

また、贈呈式後大使館の真鍋参事官から

「大使館としては道路や橋の建設に援助し

ているが、民間レベルでのこのような国際

協力が人と人をつなぐ大切な活動である」

とのお言葉をいただきました。 

車いす贈呈式の模様

車いす寄贈にあたり現地で

贈呈式が行われた場合、当

会では自費出席できる会員

が自主出席しています



当会の活動内容を紹介するドキュメンタ

リー番組が制作され下記により放送される

ことになりましたのでご案内いたします。

■放送局 ＮＨＫ教育テレビ

■番組名 きらっといきる

   「風と光を車いすで」

■放送日 9月19日（金）20時～20時29分

■再放送 9月22日（月）5時30分～5時59分

ミニ通信 第40号

9月車いす整備例会

9月21日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも開催）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

当会活動内容の放映

2008年７月マレーシア車いす贈呈式

7月22日クアラルンプール市郊外の障害者

リハビリセンターで東方政策元留学生同窓

会の協力を得て贈呈式を行いました。

贈呈式には当会から理事1名が会を代表

して出席（自費）、元駐日マレーシア大使ハ

テム氏、日本大使館片山公使を来賓として

お招きし、3箇所のリハビリセンターから招

いた30人の子ども達と保護者、それに関係

者など約60名に出席していただき、出席し

た子ども達に車椅子を贈呈いたしました。

残り50数台については、現地テレビ局が

福祉番組を通じて毎週地方の恵まれない子

どもの家庭を訪問して贈呈し、福祉につい

ての啓蒙と東方政策元日本留学生同窓会と

当会の活動を認識してもらう番組を制作企

画しており10月以降放映予定とのこと。

車いす整備例会

2007年から都立高校で

は「奉仕」が 卒業に 必要

な 一単位（35時間）とし

て設定され、奉仕活動へ

の参加が義務づけられま

したが、その必修化に基

づいて当会の7～9月の車

いす整備例会に多摩工業

高校、福生高校の生徒（1

年生）20数名と担当の先

生が参加しております。



今後の子ども用車いすの寄贈は、つぎの

国への寄贈を予定しております。

■パラグァイ・日本人会連合会

・車いす80台寄贈

・9月例会で準備完了、11月発送

・当寄贈により累計寄贈台数は1033台と

  なり活動開始以来の寄贈台数が1000台

  を超えます。

■マレーシア

・東方政策元日本留学生同窓会に寄贈

・車いす60台とリハビリ機器20台を寄贈

・2009年1月頃発送予定

・東方政策元日本留学生同窓会には5回

  送る約束のうちの4回目の寄贈

  ※東方政策元日本留学生同窓会とは当

   会が活動を開始したときに逸早く受

   け入れを決定していただいたときに

   5回の寄贈を約束しています。

■フィリピン・ＪＶＲ財団(ＮＧＯ)

・車いす80台寄贈

・2009年5月～6月頃発送予定

なお、現在つぎの国々から寄贈を要請さ

れておりますので今後検討していきます。

ラオス、ベトナム、マレーシア、モンゴ

ル、ネパール、メキシコ、スリランカ
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10月車いす整備例会

10月19日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも開催）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

今後の車いす寄贈予定

車いすを寄贈した国々

当会では、これまでに

つぎの国々に953台を寄贈

いたしました。

マレーシア、韓国、イン

ドネシア、ブルガリア、

ベトナム、ネパール (★ )、
パキスタン (★ )、ベリーズ

(★ )、エクアドル (★ )、パ

ラグァイ (★)
※★印はJICAに委託して

寄贈



10月10日に今回の寄贈に協力していただい

た東京昭島中央ロータリークラブの役員と当会

事務局長がパラグアイ大使館に田岡功特命全

権大使訪ね、パラグァイの全国障害者協会に

寄贈する80台の子ども用車いすの目録贈呈を

行いました。

寄贈した車いすは11月3日横浜港を出港、80

日後の1月下旬に首都アスンシオンに到着の

予定ですが、現地に到着次第つぎにより贈呈式

が行われ子ども達に贈られます。

■贈呈式主催

全国障害者協会 (会長 大統領夫人)

(団体名 Madres Paraguayas)

■贈呈式準備と開催

パラグァイ日本人会連合会による段取りにより

渡部和男在パラグアイ日本国特命全権大使

の出席のもとに開催。

■贈呈先

日本人医師会からの強い要請で10台を日本

  人医師会に優先的に贈呈、残りの70台につい

  ては全国障害者協会の選定により複数の小

  児医療施設に贈呈｡

※車いすは日本人会連合会への寄贈でお知ら

せしてきましたが、現地の希望で全国障害者

   協会に変更になりました。

ミニ通信 第42号

11月車いす整備例会

11月16日（日）

■時間：10ａｍ～3ｐｍ

   （雨天でも開催）

■場所：交運社熊川工場にて

福生市熊川９７９

   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分

■会員以外の方の見学参加

を歓迎いたします。

ＮＰＯ法人海外に子ども用車椅子を送る会

会長     森田 祐和    090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com

事務局   志茂 和泰    090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp

http://www.kurumaisu.ma.cx/ 

パラグァイへの車いす寄贈

目録贈呈の模様

左:田岡功駐日パラグァイ

  特命全権大使

右:志茂当会事務局長



車いすを寄贈したネパールの養護施設の様
子を知らせる手紙を施設で活動をされている
青年海外協力隊員からいただきました。 

    「手紙の要旨」 
送っていただいた座位保持装置は施設での

活動時間に使わせていただいております。こ
れまでリクライニング機能のない木枠のいす
に座っていた子どもが、新しい座位保持装置
にゆったりと体をあずけ笑顔で座っている姿
を見ると、とてもうれしい気持ちになります。   

子ども達の生き生きとした姿を見ることで
スタッフにも笑顔が広がり日々の活動に対す
る新たなアイディアも生まれつつあります。 

また、送っていただいた車いすは、家庭訪問
支援を行っている子ども達へも届けさせてい
ただきました。保護者の方と一緒に施設に来
る10歳の男の子は車いすに乗って笑顔でお母
さんと一緒に帰っていきます。これからの彼
の生活のなかで車いすが役にたち活動が広
がっていくとしたら、とてもうれしいことと
感じています。 

使わなくなった車いすを寄贈してくださっ
た日本のご家族の方々にも、この場をお借り
して感謝の気持ちをお伝えしたいと思いま
す。車いすはこちらで大変喜ばれています、あ
りがとうございました。 
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12月車いす整備例会 
 12月21日（日） 
 ■時間：10ａｍ～3ｐｍ 
   （雨天でも開催） 
 ■場所：交運社熊川工場にて 
  福生市熊川９７９  
   ＪＲ青梅線牛浜駅下車5分 
 ■会員以外の方の見学参加  
    を歓迎いたします。 

ＮＰＯ法人 海外に子ども用車椅子を送る会 

会長     森田 祐和        090-7239-7264   E-mail   info@kotobukiya.com 

事務局   志茂 和泰        090-9369-4878   E-mail   shimo-yu@whi.m-net.ne.jp 

http://www.kurumaisu.ma.cx/  

車いす寄贈その後「ネパール07年11月寄贈」 

養護施設の様子 

車いすが贈られた首都カト
マンズの養護施設、45名の
障害持つ子ども達が在籍 


